
  

 

 

 

令和３年７月１日 第１２５号 

発行・編集：ひばりヶ丘行政区/広報部 

TEL：36-5200 FAX：58-6719 E-Mail：hibarigaoka@wh.commufa.jp 

 

 

 

 

6月度定例役員会 

日 時 ： ６月２４日（木） １９：００～２０：００  場 所 ： おかよし交流センター 

出席者 ： 三役、評議員 

 

主な議題は以下の２点 

①「夏祭りの代替案について」 

→コロナ感染状況を注視しながら、１

０月３１日の文化祭に併せて秋祭り

の実施を具体的に検討していく。 

②「防犯カメラ・集会所和室エアコン・区長

用パソコンの更新について」 

→可決承認となりました。 

 

 

 

7月度防犯パトロール中止のご案内 ＜防犯防災部＞ 

 ５月、６月と防犯パトロールは中止とさせていただきましたが、７月２日（金）の実

施予定の防犯パトロールについても、緊急事態宣言は解除されたものの、引き続きまん

延防止等重点措置が発令されていることから中止とさせていただきます。 

 

夏の交通安全立哨活動実施のご案内 ＜防犯防災部＞ 

７月１２日（月）から２０日（火）までの 7 日間で、夏の交通安全

県民運動に併せて、名古屋刑務所正門信号とその西側Ｔ字交差点で交

通安全立証活動を行います。 

当日は、評議員・三役に加えて、ひばり会の皆さんにご協力をいた

だきます。 

    



新型コロナワクチン集団接種 

『おかよし交流センター』にて始まる 
○実施期間：６月２６日（土）～１０月３日（日）の土曜日、日曜日 

           ※接種進捗状況や接種対象年齢の拡大等により期間の変更あり 

○接種時間および接種人員 

 AM(10:00～13:00) PM(14:00～17:00) 計 

土 曜 日 － ２４０人 ２４０人 

日 曜 日 ２４０人 ２４０人 ４８０人 

 

区内の車両通行量増大に注意！! 
接種当日は「おかよし交流センター」前の車両滞留を回避するため、接種者へ帰路の通行区分（下記

地図参照）を守るよう会場内にて依頼することになっています。したがいまして、期間中の土日は区内

の交通量が増大することが想定されます。区民の皆さんには、ご理解とご協力をお願いするとともに、

交通安全により一層注意されますようお願いします。 

なお、一方通行的区分はワクチン接種者への依頼であり、区民の自由通行を妨げるものではありませ

ん。また、誘導員２名と通行案内立看板２つを以下の通り配置することとなっています。 

 

入口 

出口 

車両出入の流れ 

誘導員の配置 

通行案内立看板 

入口 

出口 



 

 

 

６月号の記事の中で『特定外来生物の「オオキンケイギク」の駆除』という記載にお気づきの方も多いかと思い

ます。外来生物とは元々日本にいない動物や植物が人の手によって運び込まれたものを言うそうです。ちなみ

に渡り鳥などにくっついて一緒に入ってきた生物は外来生物と言わないとの事。また外来生物のうち 「特定外

来生物」と定められたものは人間の生活や生態系に害を及ぼすとして法律で飼育・栽培・保管・運搬・販売・譲

渡・輸入・野外に放つことなどが禁止されている様ですので気を付けたいですね。 

群生するオオキンケイギク 

出典：環境省ホームページ （外来種写真集 | 日本の外来種対策 | 外来生物法 (env.go.jp)） 

 

一方で、先日テレビを見ていると、商船に付着して日本にやって来た「ビノス貝」と言う外来種を駆除の対象か

ら一転、ブランド化して食用しようという話題が出ていました。他に、戦後の食糧難に高価な鯛に代わって輸入

された「ティラピア」も、食用化が廃れた後も一部河川で増え続けていると言います。日本の在来種を守る事は

重要な事ですが、その原因を作り出しているのもまた人間なんですね。皆さんはどうお考えですか？ 

 

  

 

昨今、TVなどで「SDG’s（エス・ディー・ジーズ）」と言う言葉を耳にしますね。持続可能な社会の為に、貧困や飢

餓、環境問題などに取り組むための目標を国連加盟国で定めたものだそうです。一人の力ではいきなり世界を

変える事は難しいかもしれませんが、まずは私たちのひばりヶ丘の自然環境に着目し、守る事か始めるのも良

いですね。 

https://www.env.go.jp/nature/intro/4document/asimg.html

